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r三田学会雑誌」80卷 6号 （1987年12月）

家計属性による選好場の変位について

黒 田 昌 裕

1. 問 題 の 所 在

1970年代の後半， と りわけ第1 次石油ショックをはさんで，家計の消費需要の多様化が進んだと 

よくいわれる。 多様化という言葉自体必ずしも明確な意味内容を規定しているわけではないので， 

そのあいまいな語感のままでそれを分析组上にのせるのは意味のないことである。 ここでは，家計 

の消費需要の決定因式の伝統的な取扱いにしたがい，家計の消費需要は，各家計の選好場にもとづ 

き， その予算制約の範囲内で効用極大の行動原理によって決められるものとする。 その場合， 消費 

需要の多様化は， ひとつには，各家計聞の選好場の多様性であり， もうひとつは，各家計間の予算 

制約の量的，質的多様性によって，表現することができる。

前者の家計の消費需要の選好場は， 本 来 家 計 ご と に 千 差 万 別 で あ り ， すべての家計が画一的な 

"好み" を持つとは考えられない。 しかしながら， 家 計 間 の 選 好 場 の 差 異 を 家 計 属 性 （人口学的要 

因，居住環境要因等）の差異による， いわば， 系統的部分と分析的にはまったく予測不可能な非系統 

的部分に分けて，前者の系統的部分の抽出とその説明力をたかめることは， 消費需要の方向を知る 

うえで重要であろう。

家計の消費需要の多様化をもたらすもうひとつの要因は，予算制約の量的，質的差異であろ。次 

節でしめすように，家 計 所 得 を 相 対5 分位に分けて，各 分 位 ご と の 5 費目別の消費需要の動向を0# 

系列でみてみると所得分位間で消費費自の構成に明らかな差のあることがわかる。 その差は必ずし 

も所得分位間の所得差ないしは，予算の差のみに帰せられるものではない。先に指摘した選好場の 

所得分位間の変位と同時に分位間で所得の内容にも大きな差のあることが観察できる。所得の内容 

の差は， 大まかには，勤労収入と財産所得の構成の差となって表れており， さらには社会保障給付 

の 所 得 に し め るウェイトも所得分位間で大きな差位をしめしている。 財産所得の差は， フローの所 

得の差というよりは， ストックとしての資産保有の量的，質的差と考えられるべきであろう。資産 

ストックの差異は， フローとしての予算制約の量的，質的な差ぱかりでなく，家計の選好場の家計 

間変位をもたらす要因としても重要かもしれない。

この小論では，家計間の消費需要の多 I t 化の観察享実をもとに，家計の属性の差が家計の選好場
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をいかに変位させているかをしめしたうえで，選好場のバラメタ一を安定的にとらえるためのひと 

つの実験結果を報告したいとおもう。

次節では，家計調査資料にもとづき所得5 分位別の消費需要の時系列変化の観測ま実を整理する。 

さらに所得分位間の家計属性の差をいくつかの人口学的要因から指摘したい。 第 3 節は， それらの 

資料にもとづいて，選 好 バ ラメタ一の計測を試みる。 ここでは，選好関数の特定化としてペルヌイ 

一 ラ プ ラ ス 型 〔線型支出体系Linear Expenditure System)を用いる。 第 4 節では， 3 節の計測をもと 

に 家 計 属 性 の 異 な る 家計間での生計費指数（Cost of Living Index) の作成の可能性とより一般的に 

選好場が家計間で異なると考えた場合に，集計資料にもとづく消費需要関数の測定に際しておこり 

うる問題を指摘していきたいとおもう。

2 . 消 費 需 要 の 時 系 列 —— 横断面変化

家計調査資料にもとづき所得階層相対5 分 位 の 5 費目消費需要の構成変化を時系列的に追ってみ 

よう。 昭和38年から54年 ま で の 全 国 勤 労 者 世 帯1 力 月 1世帯平均の資料である。 〔第 1 図〕か ら 〔第 

5 図〕 まで縦« にそれぞれ消費支出にしめる食費，住居費，光熱費， 被服費，雑費の割合を， また 

横軸に実質の消費支出額をとって，所 得 5 分位ごとにその時系列変化をプロットしている。各グラ 

フで， + 印，◊ 包， * 印， X 印，A 印 が 第 1 所 得 分 位 か ら 第5 所得分位に対応しており，□印 は 全  

世帯平均を表していろ。

まず， 〔第 1 図〕 の食費の割合に注目してみよう。 いわゆるユンゲル法則は， 時系列的にも， ク 

ロスセクション的にもかなり安定的に成立していることがわかる。 しかしながら，1974年の第 1次 

石 油ショック時には， 第 1 分 位 か ら 第4 分 位 ま で の 食 費 の 割 合 が 急 激 に 増 加 （増加率は，所得分位の 

低いほど大きい） したのにたいして， 第 5 分位では，逆に減少傾向となっている。石 油ショックの影 

響は， 2 〜 3 年でおさまり， もとの傾向線上にもどっている。 〔第 2 図〕 の住居費については， 時 

系列的に若干の低下傾向にはあるものの，食費ほどその傾向は顕著ではない。所得分位間でも消費 

支出規模と支出割合との間にはそれほど明確な傾向は読みとりにくいけれども， あえて指摘すれぱ 

所得分位が高くなるにつれて， 同じ消費支出額にしめる住居費の割合は高くなっているようである。

時系列的な割合の低下傾向とクロスセクションでの割合の上昇傾向とは，一見矛盾するようにみ 

えるけれども，所得分位間で選好場に変位があると解釈する余地を残していろ。 第 1次石油ショッ 

クの影響は，住居費についても， 第 1 分 位 か ら 第4 分 位 ま で と 第 5 分位とは明らかに異なっている。 

前者が住居費の割合を急激に低下させているのに対して， 第 5 分位だけが食費とは逆に増加させて 

いる。

所得分位間の選好場の変位の可能性は，次 の 〔第 3 図〕， 〔第 4 図〕 にしめされている光熱費と被 

服費のグラフからも推察できる。 光熱費は，時系列的には低下傾向にあり，所得分位間では若干の 

上昇傾向となっており，先 の 住 居 費 と 似 の バターンをしめしている。 しかし石油ショックの影響
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は，食費に似て，第 5 分位以外は大きくなっている。 被服費の所得分位間の差異は顕著である。時 

系列的には’ どの所得分位についても ’ 被服費の支出割合は低下値向にあるけれども，所得分位間 

では明らかな上昇傾向がみられる。所得の上昇そして所得分布の相対的位置いかんによって，被服 

に関する選好は明らかに変位しているとみるべきであろう。 第 1 次 石 油ショ ックの 影響は， どの所 

得分位とも被服費については若 干 の 低 下 傾 向 をしめしている。最後に，〔第 5 図〕の雑費については， 

どの分位とも時系列的な割合の上昇傾向をしめしている。 し か し 分 位 間 をクロスセ ク シ ョ ン で 比 

粒すると住居費，光熱費，被服費とは逆に所得分位の上昇とともに，雑 費 の 消 費 支 出 にしめる割合 

は，わ ず か な が ら 下 方 に シ フトしているようにみられる。

〔第 6 図〕 は，勤 労 者 世 帯 平 均 の5 費目別の消費支出割合の時系列変化をしめしている。 食費の 

割合が傾向的に低下しているのに対して，雑費の支出割合は38年の約35%から50% まで拡大の傾向 

にある。 他 の 3 費目は，若干の低下傾向にあるものの割合としてはきわめて安定的である。 勤労者 

世帯のこの平均的傾向は，平均的な勤労者世帯の選好場の測定という観点からみれば， それなりに 

意味を持つかもしれないけれども，上でしめした所得分位間の消費バタ一ンの差異を記述すろうえ 

からは，経験的にも不適当である。 いいかえれば， この平均世帯の資料にもとづいて測定された選 

好バラメタ一から，各所得分位ごとの消費バタ一 ンの差異を説明することは難しいということにな 

る。平均的世帯の消費バターンの変動は，本来所得分位間の選好場の相違を明示的にとりいれたモ 

デルの測定の後，所得分布の変化や人口学的要因の分布の変化を与えた上で， 内生的に平均世帯の 

消費割合を導出すろかたちで説明されるものであろう。

所得分位間の世帯属性に差異がみられるとしたとき， その差異をどのような属性によってとらえ 

る べ き だ ろ う か ？ 考えうるいくつかの人口学的要因に者 ロしてみよう。 〔第 7 図〕 は， 勤労者世 

帯平均の世帯員構成の時系列変化である。 + 印が平均世帯人員， "5̂ 印が有業人員，◊印 が 非 有 業 人  

員をしめしている。時系列的には，世帯人員が若干の低下傾向となっており， そのほとんどは，非 

有業人員の低下によっていることがわかる。 しかしこの傾向は，所得分位に分けてみると少しく異 

なっている。 〔第 8 図〕 は， 世帯人員の所得分位ごとの時系列変化をしめしている。 世帯人員が時 

系列的に低下傾向にあることは，各所得分位間で同じであるけれども，世帯人員の絶対的レヴェル 

は，かなりの差がみられる。第 5 分位の世帯人員は， ほ ぼ 第 1 分 位 の 世 帯 の2 倍となっており， 高 

所得分位ほど世帯人員の縮小傾向は顕著である。 第 1 分位の世帯人員は，38年の約3.65人から54年 

3.40人まで， 縮小したにとどまっている。 〔第 9 図〕 の有業人員の所得分位別の時系列変化をみる 

と，時系列的には，石油ショックを境に若千の反転の傾向が観察されるものの， ほぼ安定的な傾向 

をたどっている。 しかし，所得分位間では世帯人員以上の差異のあることがわかる。 第 5 分位の有 

業 人 員 は 約 1 .8〜 1 .9人となっているのに対して， 第 1 分位のそれは，約 1 .3〜 1 .4人で約25% 程 

度の有業人員の差異のあることがわかる。一方， 〔第10図〕 の非有業人員の変化は， 世帯人員と有 

業人員の変化傾向を反映して，所得分位間で明確な差異が観察されている。 このように家計の世帯 

属性を所得分位ごとに比較すると，平均勤労者世帯のみの観測からとは異なった世帯属性の変化に
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ついての情報をえることができる。 しかも，世帯構成員の変化という点のみからでも，有業人員の 

ように時系列的にはほぽ安定しているにもかかわらず， クロスセクションでは，所得階層間で大き 

な差のある要因もあれば，逆に，非有業人員のように時系列変化が顕著に目だつ要因もある。家計 

単位の消費需要に着目するかぎり，家 計 単 位 の 選 好 場 は こ れ らの家計の人口学的属性を反映して、 

ると考えるのはそれほど的はずれとはおもえない。 有業人員と非有業人員の変化を総合的にみる指 

標として， 〔第11図〕 に 家 計 内 有 業 率 （有業人員/ 世帯人員） の推移をプロットしてみた。 家計内有 

業率はどの所得階層についても，時系列的には急上昇している。 とりわけ， 第 5 階層の有業率は他 

の階層より高くなっており，そのことが家計所得の水準や内容に影響することも充分に考えられる。 

また，家計内の有業率は，世 帯 主 を 夫 とした場合には， そのまや親，子供の就業一非就業によって 

変化することになるから，所得階層間の差異は， 家計の非世帯主の就業の可能性の家計間の差を表 

しているともいえる。 ちなみに， 〔第12図〕 で所得階層別の世帯主年齢の時系列変化をプロットし 

てみると， 各世帯とも世帯の老齢化を反映して，世帯主年齢は高くなっているけれども，所得階層 

間では，かなりの差があり， 平 均 を 下 ま わ る 第1 , 2 .  3 分位の世帯主年齢は，37〜40歳であり， 

子供が未成年で，妻の就業が困難な家庭環境にあることをしめしている。 これに対して， 第 5 分位 

の世帯主年齢は，46〜50歳となっており， 第 1 子もしくは唐の就業を可能とする世代ともいえる。

こうした世帯の人口学的属性は， 当然のこととして家計の選好場に違いをもたらすことが考えら 

れる。 そしてまた一方では，家計所得の内容にも大きな差をもたらしている。

家計調查資料によれば，家計の実収入は以下のように定義されている。

実収入ニ勤め先収入+事業̂ • 内職収入+財 産 収 入+社会保障絵付+ その他収入 

勤め先収入= 世 帯主収入+妻 の 収 入 + 他の世帯員収入

以 上 の 定 義 に も と づ い て 所 得 相 対5 分位別の収入の構成からその特性をみてみよう。 〔第13因〕

〜 〔第16図〕 は，実収入にしめる勤め先収入，事 業 • 内職収入，財産収入，社会保障収入の各構成 

比 を 所 得 5 分位ごとに時系列でプロットしたものである。 勤め先収入については， 第 1分位が有意 

に他の分位に比べて低くなっているが，時系列的な傾向としては各分位とも上昇傾向にある。 石油 

ショック 時には，第 5 分位のみが，勤め先収入の割合が低下しており， その分財産収入の割合が上 

昇している。 事 業 • 内職収入および財産収入については，各所得階層とも時系列的には割合は低下 

傾向にある。事 業 . 内職収入が所得階層間でその割合がほとんど差のないのに比して，財産収入は 

第 5 分位において有意に高い割合となっている。逆に社会保障給付の割合は， 第 1 所得分位におし、 

て著しく高くなっており， 第 1 分 位 と 第 5 分位とでは，所得の水準のみならず， その源泉にも大き 

な差異のあることがわかる。 社会保障給付については，時系列的にはどの階層も石油ショック後急* 

速に所得にしめる割合が上昇している傾向にある。 これは勤め先収入の低成長下におけるイ申び悩み 

の反映の結果であろう。

実収入をもうひとつの世帯員の収入寄与度によって分解してみると〔第17図〕 〜 〔第19図〕 の結 

果がえられる。世帯主収入のウェイトは， 第 5 所得分位が他の所得階層に比べて有意に低い。 その
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分 ，參およびその他の世帯員の収入が大きくなっている。逆に先に予想したとおり， 第 1 分位〜第 

3 分位の非世帯主の就業率はきわめて低く，家計収入の源泉はほとんど世帯主収入に依存している。

以上，家計調査資料によって，所得分位間の消費パターンの差とそれに関連するとおもわれる人 

ロ学的要因を概括したけれども， 消費パターンの差異の背後に家計属性の顕著な差のあることがし 

られる。 それらが消費需要決定の選好場の差にどのように反映されているかが次に問われるべき課 

題となる。

3. 選好バラメタ一の測定

?̂&用指標関数の特定化として， ここではベルヌイ一フフフス型（線型支出体系，Linear Expenditure 

System)を用いることとする。 ペルヌイ一ラプラス型の定式化の実証的な妥当性については，過去 

幾つかの研究において確かめられている。 関数型の特殊性という意味では，周知のように，幾つか 

の制約をおいている。 ここで簡単にその特性を整理しておこう。

直 接 効 用 指 標 関 数 （Direct Utility Indicator Function)として，次のような定式を用いる。

(3-1) lKq') =  lK a i+ qft)

または，

C/C^)=2>f log ia i+ q d

ここで， IK q )は，効用示度，q iは， / 費目の需要量，CU' oLiは選好パラメタ一である。

予算制約，

(3-2) y=Y\piqi

のもとで，効用極大の分析原理にもとづいて，次の需要関数系を導くことができる。

(3-3) piqt= —aipi+ociiy+ '^aipj)

周知のように，（3-3)において，需要p itjiがm 得 y と価格 /)t に関して線型となっている。すぺ 

ての費目について，最 低 必 要 支 出 （一 の 支 出 を 行 っ た 後 ，余 剰 所 得 （Supernumerary Income) 

y + H a jP jを， あ る 一 定 比 率 め で 配 分 す る か た ち と な っ て い る 。

この直接効用指標関数に対応する間接効用関数の定式は，

(3-4) VCpi, y) =  Cy + 2 みか) /n p j"

となる。 また，支出関数は，

(3-5) EQh, pd =  — ̂ a jp j +

—— 82 C628) ——
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〔第 1 表〕 所得5 分位階層別選好パラメタ一の測定 

ペルヌイ一ラプラス型選好関数：選好場変位無し

得 慰 5 分 位

第 分位 第 分位 第 m 分位

0 .1617588 

0 ,1506396 

0.06841G02 

0. 05418863 

0. 5649941 

-39217. 92 

-12941.52 

-5070. 324 

-9676. 858 

-41670.86 

0 .99844 

0. 97904 

0. 97564 

0 .98969 

0. 09848

(14.99867)

(10.01549)

(6.957294) 

(7.780523) 

(33. C2092) 

(-15.79798) 

(-5. 658917) 

(-4.829274) 

(-11.68272) 

(-5.137002) 

(0.00033)

(0 . 00511)

(0.00604)

(0.00224)

(0 .00049 )

0. J 476930 

0.1052463 

0 .06555150 

0.04406656 

0 .6374428 

-44990. 40 

-14025. 27 

-5191.290 

-12539. 94 

-52250. 54 

0 .99848 

0. 97363 

0.98641 

0.99528 

0. 99825

(13.18409)

(6.757208) 

(6.982777) 

(8.151909) 

(30. 66994) 

(-14.11699) 

(-6.356116) 

(-3. G00330) 

(-13.26150) 

(-4.060258) 

(0.00030)

(0 . 00517)

(0.00307)

(0.00089)

( 0. 00053)

0.1243527 

0. 08672293 

0 .05808796 

0.04434829 

0. 6864882 

-46752.13 

-13429. 87 

-4625.839 

-14389.56 

-51395. 82 

0 .99839 

0. 97384 

0 .99492 

0. 99628 

0. 99845

(10.70177)

( 5 .  992299) 

(7 .622472) 

( 8 .  301950) 

(32. 66222) 

(-15.17961) 

(-6.784782) 

(-3.848050) 

M 3 . 34909) 

(-3. 282575) 

( 0 .  00030)

(0 .00479)

(0. 00111)
(0.00068)
( 0. 00046)

所 得 除 厢 5 分 位

第 I V 分 位 第 V 分 位 平 均

0 .09950100 

0 .06934031 

0 .06334535 

0 .05044010 

0.7173733 

-54349.73 

-17105.58 

•6963.623 

-19086. 73 

-87102.75 

0 .09915 

0.98180 

0. 99264 

0 .99706 

0 .99877

(12.03752)

(6.014803) 

(7.693362) 

(9 .735935) 

(35. 48687) 

(-26.17172) 

(-11.56522) 

(-5.120778) 

(-18.11332) 

(-6.159710) 

( 0 .  00016)

(0 .00300)

( 0 .  00151)

( 0 .  00054)

( 0 .  00035)

0 .04331082 

0 .2035108 

-0.05132138 

0 .06445607 

0.7400348 

-72453.11 

-80936.09 

7240.028 

-45520. 77 

-322805. 0

0. 99834 

0.98931 

0. 83690 

0 ,09087 

0 .99956

(8.607239) 

(18. 96974) 

(-4.091792) 

C 8.634785) 

(54.06340) 

(-46. 89612) 

(-14.20183)

(2 .060777) 

(-18.63175) 

(-18.35725)

(0.00036)

(0 .00253)

(0 ,03771)

(0.00188)
(0 .00013)

0 .1111822 

0 .08980368 

0 .05560959 

0 .05046880 

0 .6929358 

-46832. 58 

-14142.30 

-4825.667 

-15434.16

-57122. 83 

0.99929 

0 .99085 

0. 99238 

0 .99630 

0 .99876

(14.20465) 

(10. 66726)

(8 .397351) 

(9.393935) 

(36.81170) 

(-20.03432) 

(-8.217913) 

(-4.909891) 

M 4 . 76734) 

(-4.260207) 

(0.00013)

C 0.00171)

(0.00163)

(0.00069)

(0.00036)

89 (635)

a
a
a
a
a
a
a



〔第 2 表〕 所得5 分位階層別選好パラメタ一の測定 

選好場の変位：世帯人員数および習慣形成効果

所 得 K  a 5 分 位

第 I 分 位 第 ！！ 分 位 第 n 分 &

a 1 0.1212726 (7 .513578) 0.1495048 (3 .386842) 0 .09830173 (1,835049)

a 1 0. 2320722 (21.20154) 0 .2541320 ( 8 .  748787) 0 .2629558 (7.194907)

a ] 0.01951623 (1 .935379) 0.009636521 (1.091894) 0 .03801267 (2.858576)

a 4 0.1030867 (16..38880) 0.09774584 (12. 82309) 0.01921572 (1.216161)

a 1 0. 5240523 (34. 64961) 0.4889809 (14.56127) 0 .5815142 (13.47770)

a 1 -305139.3 (-3. 948037) -418921.7 (-2.823195) -3G2153.Ci (-2.122006)

a , -378242.2 (-3. 674706) -521446.4 03 . 883317) -460245.4 (-2.670170)

a , - 31699..41 (-2.020101) -29708. 22 (-し 971273) -49074.93 (-1.951605)

a , -19108 し 0 (-3.350060) -235357.4 (-3.635872) -82109.71 (-2.471101)

a j -777041.4 (-3.370105). -97432G.0 (-3.326117) -1102299.0 (-2.808772)

b 1 77424.52 (3.561443) 99676.70 ( 2 .  547659) 67985.43 (1.814739)

b i 104866.8 (3.625893) 133805.4 (3 .767523) 120124.4 (2.813242)

b , 8215.873 ( 1.861U4) 6964. 800 (1 .758879) 12440.91 (1.972438)

b , 51920.04 ( 3 .  242683) 58812.52 ( 3 .  433423) 17725. 55 ( 2 .  025481)

b . 21594.3 (3.313649) 248857.1 (3 .197359) 285819.5 (2.868341)

C 1 0.01194302 (1 .571867) 0.01056986 (1.147408) -0.002453948 (-0. 3372971)'

ご> 0.1273403 ( 3 .  907997) 0. 09816026 (3 .011442) 0. 02544516 (0.4537028)

-0.01256496 (-0. 5885415) •0. 03077280 (-2.370961) -0. 02806785 (-1. 185542)

0.07172132 ( 3 .  202322) 0.04073785 ( 2 .  878635) -0.0009192563 (-0.1752271)

ら 0.04845460 ( 2 .  088531) 0 .007234757 ( 0 .  4772578) -0.03171958 (-1.125419)

R] 0. 99956 0 .99804 0. 99845

R\ 0.99813 0. 99345 0 .99353

R\ 0. 99695 0 .99799 0 .99128

R\ 0. 99898 0.99975 0 .99774

R\ 0.99977 0.99950 0. 99975

所 得 漫 眉 5 分 位

第 W 分 位 第 V 分 位 平 均

a 1 0.2328859 (7 .313272) 0.01085341 (0.7223518) 0 .2077287 (10. 39161)

a  I 0.2036694 (4 .670779) 0.2478516 ( 7 .  862747) 0. 1640719 ( 4 .  837675)

a  X 0.02726817 C 5. 054318) 0 .0001742207 ( 0 .  03828167) 0.01457220 (1.442193)

a t 0.08650632 (4 .511711) 0 .07532735 (4 .835593) 0. 08258983 (3 .112259)

a 1 0.4496702 (9 .341687) 0.6652935 (17. 92877) 0 .5310375 (13.73239)

a , -567617.2 (-3. 781107) -131390.6 (-4.422857) -334095.3 (-2.789611)

a j -420857. 8 (-3.379026) -470305.2 (-し 590563) -212262.7 (-2.722016)

a , -46194,31 (-4.258136) -5617. 230 (-0. 8954783) -17968.70 (-2.291449)

a ^ -226224.1 (-3. 744951) -235504.7 (-2. 242975) -144189.6 (-2.817038)

a j -830304.8 (-4.179518) -1093376.0 (-1.320020) -620943.0 (-2.587943)

b , 121497.9 (3 .376452) 15972.24 (2.483496) 75878. 84 (2.446228)

る1 95360. 66 (3.255645) 95889.16 (1 .385318) 52206.57 ( 2 .  594997)

9908. 326 (3 .925228) 192.7608 (0.1460831) 3776.413 (1 .849611)

b ♦ 49187.44 ( 3 ,  403317) 45217,03 ぐ1. 839881) 33680. 05 (2 .533885)

b 、 185027.5 ( 3 .  772127) 214999.2 ( 1 .  107517) 153696.4 (2.462841)

c 1 0.07226092. (3 .354244) 0.008108058 C 1,566323) 0.01645062 C 1.336317)

0.2040067 ( 2 .  729318) 0.2299667 (2 .869626) 0. 04700148 (1,440309)

e 3 0.02972573 (1 .379186) -0.03909970 (-3.470683) -0.02753180 (-2.340049)

4 0.08113213 ( 3 .  081406) 0 .07493983 ( 3 .  359731) 0 .02463565 (1.433319)

ご1 0.04927460 ( 3 .  184404) 0 .07747384 (1 .833020) *0 .005256629 (-0.2849291)

R\ 0. 99982 0.99889 0. 99988

R\ 0.99340 0.98400 0 .99684

R\ 0.99890 0 .99758 0. 99843

R\

R\

0. 9991-3 

0.99972

0. 99767 

0 .99964

0. 99927 

0 .99985

90 (656)



〔第 3 表〕 選ii?場変位の人口学的要因の有効性 

人口学的要因：非有業人員数

所 得 階 ◎ 5 分 位

第 I 分 位 第 n 分 位 第 瓜 分 位

a 1 0.1800530 (20. 83930) 0.1458095 (12.13080) 0 .09792647 (6.399468)

a  r 0.1309986 (9,492385) 0. 09477369 (6.422821) 0. 07397647 (3.485574)

a s 0.05569432 (6.540912) 0. 04989456 (8.088707) 0 .06041875 (5.253379)

a t 0.05296931 (10.25247) 0.04118134 (8.614826) 0 .02656237 (4.590662)

a 1 0.5802849 (41.17715) 0.6683410 (41.02138) 0.7411160 (28.51515)

a , 35196. 62 ( 0.5218760) -179516.3 (-2. 966578) -158665.4 (-3.458358)

a 2 67810. 23 ( 1.310945) -78482. 32 (-2. 089858) -83425.17 (-2. 605320)

a , 22510.74 ( 0.9920268) -37412. 06 (-2.261105) -45345. 80 (-2.142322)

a 4 21885. 00 ( 1.071177) -50588. 85 (-2.974857) -51955. 50 C-4.235049)

a 1 279016.9 ( 1.347607) -458881.3 (-1.821483) -630931.9 (-2. 080381)

b 1 -30029.45 (-0.0429786) 58255. 37 ( 2.295640) 45029.03 ( 2.401571)

ろ■ -34256. 63 (-1.412511) 28154. 30 ( 1.797216) 28093.47 ( 2.180937)

b 、 -1M11..70 (-1.083139) 14072.17 ( 2. 075615) 16293.09 ( 1.060959)

b . -13340.68 (-1.386357) 16469.71 ( 2.309936) 15074.67 ( 3.015359)

b 、 -135143.4 (-1.388059) 178151.2 ( 1.695661) 233471.1 ( 1.802847)

R\ 0.99952 0. 99884 0 .09896

R\ 0.98251 0. 97393 0 .07344

R\ 0. 98686 0 .98994 0.99497

R\ 0.99310 0. 99648 0. 99790

R\ 0.09908 0. 99888 0. 99896

所 得 度 履 5 分 位

第 IV 分 位 第 V タ 位 平 均

a I 0.01813940 ( 2,493650) 0. 08000479 ( 8.194669)

a t 0.1798409 (13. 18823) 0. 04773727 ( 5.130681)

a 1 0.007878806 ( 0. 7423126) 0 .05214461 ( 8. 966437)

a 1 0 .05187106 ( 5.596600) 0.01999749 ( 3.617728)

a t 0.7422699 (54.07445) 0 .8001159 (41.20245)

a ■ -93010. 68 (-6.854969) -120643.6 (-4.721090

a 1 -253839.6 (-2,978446) -63910. 95 (-4.601016)

a , -31177, 88 (-2.336777) -22226. 99 (-1.698984)

a 4 -101941.5 (-3.198228) -48522.46 (-7.602596)

a 1 -J054310.0 (-2. 867059) -422074.6 (-1.830057)

b , 11902. 27 ( 2.213301) 32646.37 ( 3. 040495)

b 、 75454.87 ( 2. 004624) 21664.47 ( 3. 743917)

b 、 9012.990 ( 2,047880) 8281.975 ( 1.549728)

b. 25364. 27 ( 1. 884794) 14187. 34 ( 5-280516)

b 、 307696. 0 ( 1,885936) 170145.5 ( 1.782886)

R\ 0. 99891 0 .99963

R\ 0. 98957 0. 99538

R\ 0, 96390 0.99555

R\ 0. 99170 0. 99883

R\ a  99979 0,99960

9 1 (657)



〔第 4表〕 違好場変位の人口学的要因の有効性

人口学的要因：家計内有業人員比率

所 得 眉 分 位

分位 第 ！！分位 第 m 分位

0.2103130 

0 .1264156 

0. 06114135 

0. 05254975 

0. 5495804 

-328381.6 

-213588.3 

-93856. 09 

-90951.43 

-830216.5 

770672. 6 

533677.4 

236414.3 

216277.1 

2102586.0

0. 99928 

0. 98872 

0.97961 

0. 99499 

0. 99933

(15.30315)

(9.474607) 

(5 .431655) 

( 9 .  203047) 

(35. 57808) 

(-2.977517) 

(-2. 870632) 

(-2.338601) 

(-3.128484) 

(-3.156128)

2. 709059) 

2.791509) 

2. 286856) 

2. 888142) 

3.106811)

0.1705196 

0 .09030318 

0 .04729208 

0 .04685263 

0. 6450326 

180697.1 

84030. 99 

44096.27 

48889.83 

574429.0 

-593373.4 

-255905. 3 

-128593.3 

-161474.1 

-163079し 0

0. 99892 

0. 97321 

0 .99027 

0 .99602 

0. 99882

(14.68388)

( 6 .  586503) 

(7 .638259) 

( 9 .  748349) 

(43. 75149)

(1 .821166) 

(1 .560163) 

(1 .939075) 

(1 .743779) 

(1 .656627) 

(-2.212763) 

(-1.754190) 

(-2. 058168) 

(-2.132109) 

(-1. 733221)

0 .1173685 

0 .07517317 

0 .05167248 

0 .03765587 

0.7181301 

115414.0 

81991.29 

41873.31 

43309. 00 

663590.5 

-435626.0 

-256774.5 

-125233.5 

-155254.2 

-1917214.0

0. 99901 

0. 97517 

0 .99601 

0 .99784 

0. 99911

(10.46255)

(5 .191580) 

(6.486642}  

(9,111131) 

(40.88496)

(1 .589287) 

(2 .010594) 

(1 .042651) 

(1 .954632) 

(1.706725) 

(-2.252534) 

(-2. 346199) 

(-2.129260) 

(-2. 626854) 

(-1.845857)

所 得 » m 分 位

第 I V 分 位 第 V 分 位 平 均

0. 07638419 

0.01441518 

0 .06923251 

0. 03724817 

0. 8027200

44204.52 

49431.94

49689.21 

29312.31 

523306. 3 

-260472.1 

-170588.5 

-153227.5 

-127827.0 

-1652368.0

0. S9924 

0. 98800 

0. 98775 

0. 99725 

0. S9916

(5 .693423)

(0.7651738) 

(5.516691)

(4.095741) 

(26.02441)

( 0 .  8960730) 

(4.483746)

(1.784189)

(1.274053)

(1.161905) 

(-2.097877) 

(-5.896448) 

(-2.165368) 

(-2.201678) 

(-1.463787)

0 .02317092 

0 .1815668 

0 .02103388 

0.05654279 

0.7176857 

-28299.01

110244.6

32527.14 

21796. 39 

395552. 4 

-87322. 60 

-424547.3 

-105928.2 

-149040.8 

-1633649.0

0 .99897 

0 .98855 

0. 94020 

0. 99101 

0. 99971

(4 .245002) 

(15. 67337)

(1 .633947)

(7 .290243)

(64.36846)

(-1.377738)

(0.8427834) 

(1 .860150)

(0.4702530)

(0.7276789)

(-1.824518)

(-1.426987)

(-2.309046)

(-1.394500)

(-1.312717)

0 .1062811 

0 .06442471 

0. 04323124 

0. 03983618 

0.7462269

107211.2 

84896.11 

28650. 43 

53377. 50

641419.4 

-380430. 3 

-246587.4 

-80802. 84 

-171495.6 

-1691709.0

0. 99982 

0. 99S44 

0. 99718 

0. 99894 

0. 99975

(22.71481) 

(11.96970) 

(14.24811) 

(12.19439) 

(79.91669)

( 2 .  624643) 

(3.879929) 

(2.339333) 

(3.605687) 

( 2 .  50G778) 

(-3.642014) 

(-4.376573) 

(-2. 525-352) 

(-4.526194) 

(-2.574193)

9 2〔63め
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R

R

R

R

a
a
a
a
a
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〔第 5表〕 選好場変位の人口学的要因の有効性

人口学的要因：世帯主年齢

得 瞎 IB 分 位

第 分位 第 分位 »  m 分位

0 .1778255 

0 .1295224 

0.07270468 

0.04559289 

0.5743546 

-330599.7 

-284917.1 

-117083.1 

-110182.5 

-1016993.0 

7551.259 

7047.090 

2902.949 

2604.120 

25286.18 

0.09833 

0. 09102 

0.99089 

0.G9551 

0.99896

(11.65134) 

(10.60794)

(5.606472) 

C 8.503224) 

(36.69055) 

(-2.010855) 

(-1413558) 

(-1.788285) 

(-2.607583) 

(-2,049482)

1.776054) 

2.316511) 

1.726772) 

2. 384944) 

1.969672)

0 .1435490 

0.1130090 

0.07623309 

0.04303563 

0. 6241734 

-1251311.0 

-1083606.0 

-686606. 8 

-407383.4 

-5149286.0 

31732.05 

28155. 97 

17934.09 

10391.00 

134119.9 

0.99849 

0. 98617 

0. 96196 

0.99572 

0. 99851

(10,77598)

(9.043490) 

(3.778791) 

(7.852557) 

(27, 92821) 

(-2.001198) 

(-2.165969) 

(-1.911591〉 
(-2.116491) 

(-2.051652)

1.920029) 

2. 132357) 

1.895463) 

2.043325) 

2.021632)

0.1187331 

0.08305681 

0.06407590 

0.04044818 

0.6936861 

847213.0 

645613.8 

400265. 5 

282130.2 

4174932.0 

"22586, 57 

•16643. 65 

'10233.39 

-7492. 977 

-106839.7

0 .09882 

a  07551 

0 .99431 

0 .99581 

0,99886

(10.47670)

(5.763429) 

C 5.647536) 

( 7.004799) 

(36. 07460 

(2.447097) 

(2.762307) 

(2 .5 0 9 5 0 0  

(2.347154) 

(2 .362290) 

(-2. 594734) 

(-2.827152) 

(-2,537078) 

(-2. 478736) 

(-2.403884)

所 得 分 位

第 I V 分 位 第 V 分 位 平 均

0.1021456 

0.06908285 

0 .06614428 

0.4997284 

0.7126546

189338.5 

J 84978. 5

187340.1

117048.2 

J777214.0

-5823.419 

- 4816.114 

-4630.439 

-3247,324 

-44450.75

0,99915 

0 .98260 

0 .98957 

0. 99717 

0 .99887

(9 .  903916}

(5.626347)

(5.647741)

(8 . 680562) 

(35.68192)

(0 .9572542) 

(1.393647)

(1.602353)

(1 .212530  

(1.419133) 

(-1.243405) 

(-1,529544) 

(-1,666931) 

(-1.419911) 

(-1.499125)

0. 03331973 

0.2369014 

-0.05419622 

0.05199739 

0.7319777 

-176465.3 

-737197,2

153628.5 

-218424.1 

-2737242.0 

2226.961

13389.14 

-3016. 388 

3683.618 

50419.43 

0. 99846 

0 .98913 

0. 84815 

0.98868 

0.90939

(6 .  142075) 

(1L 27622) 

(-4.220037) 

. ( 6‘ 697242) 

(30.39775) 

(-2.446988) 

(-1.605085) 

(1,291919) 

(-2.032898) 

(-1.882289) 

(1.431169) 

C 1.334430) 

(-1.180157) 

(1.583731) 

(1 .605068)

0.1131388 

0,09383924 

0.05518531 

0. 05156751 

0 .6862602

899627.9

743601.6

468143.2

421277.5 

5620253,0 

-2312し 09 

-18512.40 

-11554.60 

'10668.37 

-138683.7

0.99911 

0 .99184 

0 .08774 

0. Q9662 

0 .99890

(10. 56770) 

(10.08080)

(5.840467) 

(8.799806) 

(35.04385)

(1.808998} 

(1.911533) 

(2 .086895) 

(1 .866013) 

{ 2.011156) 

(-1.906482) 

(-1.949861) 

(-2.109315) 

(-1.937318) 

(-2.034563)

93 (639)

a
a
a
a
a

A



〔第 6 表〕 選好場変位の人口学的要因の有効性：

時系列一 クロスセクションプール資料によるテスト

び■•ニ（?0f+ 0, «2

非有祭人fl
Oi ニ tfoi + bi m
m - 世寄人貝

0.1118368 

0.1061164 

0. .03929347 

0 .07806050 

0. 6646930 

68511.56 

67208.84 

22506.46

74406.21 

484570. 9 

-76487. 81 

-53659. 43 

-18276.83 

-59231.84 

-359452.7 

0 

0 

0 

0 

0

0 .98957 

0 .95714 

0. 96352 

0 .99344 

0. 99783

(12. 79670) 

(17. 38127)

( 9 .  666265) 

(25.07150) 

(77.44337)

(4.544702) 

(5.181494) 

C 4.624273) 

(7.683826) 

( 6 .  204283) 

(-7. 906899) 

(-6.351314) 

(-5.703536) 

(-9. 502612) 

(-7.148503)

C 0.00211) 

C 0.01063) 

(0.00920) 

(0,00198) 

(0.00083)

0 .1397068 

0. 08115431 

0. 02742285 

0. 1155391 

0.6361771 

22929. 19 

5295. 964 

-1298.886

29665.52 

99830. 03 

-28251.82 

-7648.879 

-1501.011 

-17650.19 

-62109.11 

0 

0 

0 

0 

0

0. 99484 

0 .93597 

0. 96549 

0 .98285 

0 .99784

(40.71388) 

(18.36127) 

(16. 70788) 

(37.66905) 

(132.0134)

(1 .050320)

(0.4272976) 

(-0.3518666) 

(1.639355)

(1.077962) 

(-3. 106689) 

(-1.487690) 

(-0. 9926713) 

(-2. 341137) 

(-1.613910)

0. 00105) 

0.01500) 

0.01095) 

0. 00634) 

0. 00083)

0. 1117068 

0 .09618327 

0 .03839439 

0 .09683397 

0. 6568817 

73244.58 

41320.38 

10659. 69 

80588. 28 

377610.4 

-31935. 25 

-14986. 04 

-4342. 322 

-25337. 03 

-117202.4 

0 

0 

0 

0 

0

0 .99543 

0 .94825 

0 .96205 

0,98864 

0. 99813

(24. 64976) 

(18.32138) 

(13. 14927) 

(31, 27351) 

(106. 9521)

( 4 .  085663) 

( 2.7187S1) 

C 1.870554) 

(5.179650) 

(3 .823415) 

(-6.865262) 

(-3, 800922) 

(-2. 940165) 

(-6. 277304) 

(-4. 574719)

( 0 .  00100) 

(0.01234) 

( 0 .  00975) 

( 0 .  00353) 

( 0 .  00070)

び■--ロ01+ (yrti/m)

m\1m ■■有業串

biAG  

世寄主年令

0 .1555767 

0 .09106185 

0 .02883756 

0 .1052755 

0. 6192485 

38162.35 

31599. 92 

9151.132 

61700. 05

308239.9 

-207261.6 

-112497.6 

-35774.91 

-189390.1 

-910149.3 

0 

0 

0 

0 

0

0. 99083 

0. 94381 

0. 97255 

0. 98497 

0 .99735

(21.28430) 

(15. 57523) 

(12.04416) 

(23. 59764) 

(74. 22377)

(1.507447) 

(2.138568) 

( 2 .  023188) 

(3.598070) 

(3.318731) 

(-3. 134800) 

(-2. 915415) 

(-3. 007594) 

(-4. 233689) 

(-3. 743593)

0. 00201) 
0. 01324) 

0. 00983) 

0. 00610) 

0. 00115)

0 .1199289 

0 .1172631 

0. 03718048 

0. Q8229491 

0 .6433327

139654.3

124390.6 

38199.90

128075.9

791250.6 

-4614.750 

-3434.753 

-1079. 057 

-3533. 005

-21074.09

0

0

0
0

0

0.98813 

0 .96222 

0. 94909 

0 .98896 

0 .99772

(12.31522)

(18.41025)

( 7 .  294966) 

(19.20689) 

(69. 80084)

( 5 .  3790M) 

( 5 .  521643) 

( 5 .  030820) 

(7.704542) 

( 6 .  636614) 

(-7.365487) 

(-6.281454) 

(-5.800646) 

(-8.810313) 

(-7.330479)

0. 00244) 

0. 00934) 

0. 01437) 

0. 00379) 

0. 00091)

0. 1179075 

0 .1083345 

0 .03928035 

0 .08003062 

0. 6544472 

74453. 64 

47442.41 

11950. 73 

66790. 29 

356498. 5 

-62142. 08 

-41575. 57 

-13961.80 

-49667.25 

-2823L7.1 

-12813. 36 

-335. 1609 

1349. 028 

-3638.106 

-969. 9280 

0. 99493 

0. 95847 

0. 97098 

0. 99423 

0. 99846

(18.72640) 

(17.82699) 

(12.56680) 

(27.42562) 

(87.53361)

(4.463693)

(3.156366)

(2.418833)

(5.939119)

(4 . 10M46) 

(-8.233184) 

(-5.926274) 

(-5.625148) 

(-9.769435) 

(-7.209443) 

(-1.871324) 

C-D.05555067) 

( 0 .  6859948) 

(-0.7921264) 

(-0.02750570) 

( 0 .  00110)

( 0.01036)

( 0 .  00742)

( 0 .  00170)

< 0r00058)

94 (：640)

1

I

3

4
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〔第 7 表〕 時系列一クロスセクション資料プールによる

ペルヌイ一ラプラス型消費選好場パラメタ一の測定

• Oi =  aoi + him 1 + Ci H ク■- ニ ご0,' + も + Ci H Ci ニ ijQi + か OT + Ci H

mi = 有*人員 TTi 2 ニ 非有®人員 m ニ 世寄人員
N  » 習慣形成巧 H  = 習til形成項 H  = 習ぼ形成項

0. M l7370 (11.03141) 0 .1678124 (23. 60877) 0.1118635 (12. 63126)

0.1762402 (16. 67650) 0 .1249370 (16-65184) 0.1741864 (19. 30935)

0. 00940972G (4. 885235) 0.01614869 (12. 43390) 0.01057369 ( 5 .  760587)

O' 1168541 (25. 95006) 0 .1525206 (40. 33048) 0.1347748 (26.90572)

0.5557591 (53. 93002) 0 .5385815 (94. 20047) 0 .5636017 (73. 43350)

153.6799 ( 0 .  01288183) 36177. 36 (1.944585) 25337.48 (1.771710)

1293. 076 ( 0 .  08947689) 12578. J1 (0- 9527791) -10023. 27 (-0. 4885359)

580.8449 (0.7369136) 2891.108 (1.846170) 2326.088 (1 .008404)

19806. 33 (1 .981764) 34242.64 ( 2 .  095051) 21098.12 (1 .244764)

50461.78 (1 .140362) 110263.9 (2.007890) 40775. 92 (0.6112181)

-20658. 95 (-2. 507822) -27245. 67 (-3.456052) -14914,34 (-3.873225)

-1245.535 (-0. 1251908) "7544.440 (-1.358271) 2067.223 (0.3801487)

-2326.238 (-4.282594) -2243.517 (-3.455198) -1304.363 (-4.089142)

-15960. 05 (-2. 301078) -15312.71 (-2.205910) -6194.947 (-1.368587)

-33668.17 (-1. U2953) -48269.45 (-2. 072159) -11049.31 (-0. 6240293)

-0.01525551 (-6. 920956) -0.01798892 (-10. 25490) -0.01889632 (-13. 54260)

-0.02091835 (-2. 830673) -0.01490274 (-3. 435H9) -0. 02275142 (-3. 969407)

-0.04502062 (-28.10190) -0.04673433 (-24.71438) -0.04931929 (-31.15069)

-0.02344978 (-5.190461) -0 .02435061 (-6.382810) -0.03168311 (-8. 370151)

-0.05395507 (-10.91884) -0-05188454 (-17.56858) -0.05810786 (-16.22287)

0.99318 (0 .00139 ) 0 .99448 C 0. 00115) 0.99662 ( 0 .  00068)

0.97225 C 0.00650) 0 .95806 (0 .01006) 0 .97409 ( 0 .  00607)

0.99464 (0 ,00125 ) 0 .99337 (0 .0 0 1 5 0 0 .99495 (0 .00117 )

0.99716 (0 .00080 ) 0.99403 C 0.00177) 0 .99473 ( 0 .  00153)

0.99934 (0 .00025 ) 0 .99942 ( 0 .  00022) 0 .99952 (0 ,00018)

Oi — aoi+bi (m i/m )  + C i/ / a iニ floi + biAG+ Ci H

w |/m - » 有業傘 A G ^ 世寄主年合

H  -  形成巧 バ 》 習慣形成項

0.1907532 (20. 73977) 0.1668391 (14.49057)

0 .1269682 (14. 25567) 0.1606131 (16. 63406)

0.01674896 (10. 25864) 0.01137245 (6.326423)

0.1420509 (43. 64354) 0 .1286498 (30. 33735)

0.5234788 (86. 99805) 0 .5325257 (63.4G938)

-58207. 63 (-2.642411) -11790. 15 (-0. 5491339)

-30503.42 (-2.017445) -18445.43 (-0. 8967707)

-4132.349 C-2. 078136) 752. 2288 (.0.5129384)

-14088.65 (-0. 8522370) 14978. 26 (0.8797783)

-70310. 59 (-1.230216) 15751.56 ( 0 .  2425840)

81414.96 (1 .402076) -429. 6518 (-0.7902109)

6B527.07 (1 .707179) 412.1994 こ 0.7926996)

4208.789 (0.7918684) -89.12745 (-2.395109)

30165. 72 ( 0 .  6963219) -457.7021 (-1. 062433)

175526.2 ぶ1. 172444) -444.0730 (-0. 2722344)

-0.01515819 (-6.465828) -0.01379766 (-5. 911239)

-0.01728819 (-3. 503719) -0.01868692 (-2.999113)

-0. 04216723 (-20.10318) -0. 04216235 '(-24.24137)

-0.01964513 .(-4.419682) -0.01878259 (-4.043281)

-0.05015055 (-13. 29055) -0. 05027961 (-11. 26876)

0. 99238 ( 0 .  00159) 0 .99247 (0 .00154)

p. 95547 (0 .01063 ) 0. 96929 ( 0 .  00722)

0.99141 (0 .00199 ) 0 .99406 ( 0 .  00138)

0. 99578 (0 .00123 ) 0. 99652 ( 0: 00099)

0.99936 ( 0 .  00024) 0 .99930 ( 0 .  00026)

95 (.641')

a
a
a
a
a

R

R

R

R

R

a
a
a
a
a
a

R

R

R

R

R
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となる。 ここで，jU は特定の効用示度水準に対応している。

以上の定式化から明らかなように， ベルヌイーラプラス型の効用指標関数は，費目間の効用示度 

について，加 法 性 （Additivity)の 条 件 お よ び 分 離 可 能 性 （Separability) の条件を先験的に課してお 

り， 費目間の代替の可能性を制約していることになる。 こうした先験的制約の妥当性は，改めて検 

討されねばならないが， ここで対象としている5 費目程度の大分類費目の分析に関しては， それほ 

ど制約的な条件とはならないものとおもわれる。 むしろ，線型性の仮定によろ推定上の便利さのほ 

うがここでは優先すると考え， この定式化を用いることとした。

前節の家計調査資料にもとづき，家計の選好バラメタ一を推定してみよう。 推定に際しては， 規 

準化の条件を課して， = とノーマライズしておく。 推定は，需要関数系にもとづいておこ 

なう。 そ の 場 合 予 算 制 約 に 伴 うAdding-upの条 件 か ら5 費 目 の う ち 1 費目を除外することになる。 

ここでは，推 定 パラメタ一の安定性を考慮して，費目構成比の最も小さな第3 費 目 〔光熱費）を除外 

することとした。推定は，残 る 4 費目の需要関数について同時推定を試みている。操作変数を用い 

た Three-Stage Least Square Method を用いている。

〔第 1ま〕 は，38年から54年までの時系列資料による所得5 分位別および階層平均の選好バラメ 

ターの推定結果である。表 側 の i?\ G = l,5 )は，推定結果による需要関数のあてはまりを決定係数 

でしめしている。括弧の中は， タイルの不一致係数の値である。表 側 の め 0'=1,5), は，

選 好 バ ラメターである。

所得階層の平均資料の測定結果によれば，決定係数， タイルのC/でみるかぎり， あてはまりはか 

なり良好であり， ベルヌイー ラプラス型の特定化の説明力はかなり良いようにみえる。 パラメタ 一 

に 対 応 し て し め し たトva lueも有意性をしめしている。 最低必需量については，雑費，飲食費， 被 

服費，住居費，光熱費の順になっており， またバラメタ 一 で し め さ れ る 限 界 効 用 の 適 減 速 度 に  

ついても，被服，光熱，住居，飲食，杂ぜ費の順序でかなりの差がみられる。

しかし， この平均家計の選好バラメタ一は，所得階層間の消費需要のバターンを説明するうえで 

必ずしも満足のいくとはいえないかもしれない。前節の観測ま実からしめされるように， 5 費目別 

の消費支出のシエァ一は，所得の上昇に伴うその時系列の変化とクロスセクションの変化との間に 

は，かなりの隔たりがみられる。 この結果からすれば，時系列的な食費の支出割合の低下傾向や雜 

費の支出割合の上昇傾向はかなりの程度説明するかもしれないけれども’ 時 系 列 とクロスセクショ 

ンの傾向の異なる住居費や被服費の支出割合の変化を整合的に説明するのは困難なようである。 こ 

のことは同じ定式化を各所得分位の時系列資料にあてはめてみて， そ の パ ラ メ タ ー の 安 定 性 を か  

めてみるという素朴なやりかたでテストしてみることができる。 〔第 1ま〕 の 第 1欄 か ら 第 5 欄が 

その結果である。

最低必需量をますバラメタ 一 < 3 iG '= l ,5 )の結果は，所得分位間でかなりのばらつきをしめして 

いる。食 費 の 最 低 必 需 量 f l i は， 第 1 分位の39,217.92円/ 月から， 第 5 分位の72, 453.11円 /月 ま  

で，約 2 倍弱の差をみせている。 住居費については， 第 1 分位の12, 941.52円/ 月から’ 第 5 分位

—— 97 i643~)



の80, 936.09円/ 月 と 約 7 倍の差， 光熱費は， 第 1 分 位 と 第 4 分位がプラスの最低必需量をしめし 

ているにもかかわらず， 第 5 分位では， マイナスとなっている。 また被服費，雑費についても， 5 

分 位 間 で それぞれ約5 倍 〜 8 倍の最低必需量の差のあることをしめしている。

もうひとつの選好バラメタ 一 o：f G '= l ,5 ) についても，必ずしも安定的ではない。 とりわけ， ク 

ロスセクションで支出割合の変化に顕著な差のみられる住居費，光熱費， 被服費のバラメタ一の差 

か大きくなっている。 第 5 分位のバラメタ一び3 は， かva lue が統計的に有意であるにもかかわら 

ず ， マイナスと理論的には不整合なものとなっている。 この結果は，平均的家計の資料による選好 

バラメタ一のあてはめは，統計的なあてはまりという観点のみからすれば， そこそこの結果をうる 

ものの， そのバラメタ一は安定性を欠くと考えるべきだということになる。

所得分位間で選好バラメタ一に差があることをみとめるとしても， その差が何に依存しているか 

をつめることが残されている。所得分位間でのクロスセクショナリな家計群間での選好場の変位の 

可能性を一度導入すると，選好場が家計属性の時系列的変化に伴って変位することも認めなければ 

ならない。選好場の時系列的変位の可能性は，家計の人口学的要因の変化によろ変位とは別に， 習 

i t 形成効果や手持量調整効果というかたちですでに分析されてきている。

迁 村 （1968),迁 村 ー 黒 田 （1974) では， 平均家計の消費選好場の測定に際して，選好場の時系列 

変位の可能性を示唆して，人口学的要因としての世帯人員の変化と習慣形成効果を表す説明変数と 

して過去の累積消費量を用いて実験を試みている。先 のベルヌイーラプラス型の選好関数において， 

最 低 必 需 量 <2iG'=l,5)を，

(3-6) a%= + biM+CiHi

ただし， ここで，M は世帯人員， は習慣形成項であり，

(3-7) H i=  S  qi(j)

として定義している。

時系列的な選好場の変位の可能性を導入した場合のバラメタ一の安定性を検討するために， この 

特定化をわれわれの資料にあてはめてみた。 そ の 結 果 が 〔第 2 表〕 である。

平均家計の時系列資料による結果によれば，決定係数でみるあてはまりの程度はかなり良いけれ 

ども，世帯人員および習慣形成項のバラメタ一の統計的有意性は必ずしも保証されない。理論的に 

は，世帯人員による選好場の変位をしめすバラメタ一ろ iG' =  l , 5 ) は，マイナスの値を採ることが期 

待されるけれども， 計測結果はすべての費目について， プラスとなっている。 また習慣形成をしめ 

すバラメタ 一 C iG = l,5 )についても， 光熱費，雑費以外はプラスとなっており，期待される方向と 

は逆である。 所得分位ごとの計測結果についても，統計的にも，理論的にも満足のいく結果がえら 

れてはいない。 そうした選好場の時系列的変位を導入したとしても，選好バラメタ一の安定性は必 

ずしも保証されないことになる。
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分析的には，迁村等の結果と観測資料にみられる人口学的要因の時系列変化に相違がみられたこ 

とを指摘しておかなければならない。 前 節 の 〔第 7 図〕 にしめしたように，平均家計でみるかぎり 

世帯人員の時系列変化はそれほど顕著ではなく，若千の減少トレンドがあるとしても， もうひとつ 

のシフト要因としての習慣形成項とかなりの相関をもっている。 このことは， 〔第 8 図〕 にしめし 

たように，所得階層別の資料ではますます著しい。世帯人員と習慣形成項の間での多重共線性がパ 

ラメタ一を不安定にしていることは十分に予想できる。

時系列的な人口学的要因としての家計属性の変化は，前節でしめしたように，非有業人員や家計 

有 業率， そして世帯主年齢などに良く反映されている。 それらの選好場に与える影響をみるために， 

各所得階層について，人口学的要素を選好場の変位の説明変数として加えるという試みを行ってみ 

た。 〔第 3 表〕 〜 〔第 5 表〕 力' : , その結果である。 それぞれベルヌイーラプラス型の選好場のバラ 

メタ 一 に ，非 有 業 人 員 数 O l ) , 家 計 有 業 率 （2 2 ) ,世 帯 主 年 齢 （23) を

(3-8) びi=floi+ろぬ(ん=1 ’ 3)

のかたちで導入している。

〔第 3 表〕 の結果によれば，時系列的に低下傾向にある非有業人員数の選好場変位要因としての 

説 明 力 は ， それほど安定的ではない。 第 4 分位については， バラメタ一の収束解をえることができ 

なかった。 その上，弗有業人員数の変化が選好場の変位に与える影響は， 第 1 分位ではプラスの方 

向に， そ し て 第2, 3, 5 分位ではマイナスの方向となっており整合性を欠いている。 第 1 分位で 

は ，非有業人員の増加が消費を増加させる方向ではたらくのに対して， 第 2, 3, 5 分位では，家 

計消費を減少させることになる。 こ う し た 第1 分位とそれ以外の所得階層との間の変位の非対称性 

は ， 〔第 4 表〕 にしめした， 家計有業率のケースでもみられる。 非有業人員数の増加することと， 

家計の有業率が低下することとは定義上ここでは同じだから計測結果は整合的といえる。 後者の場 

合 ，統 計 的 に は バ ラ メ タ 一 のM^ahieでみるかぎり有意な結果をえている。 しかし有業率の上昇が 

家計消費を減少させるという第1 分位の計測結果は， 有業人員の増加が家計の予算制約を緩めると 

考えれば奇異にみえる。 他の所得分位については，有業人員の増加は，家計消費を増加させるよう 

にはたらくけれども， 第 2 分 位 か ら 第4 分位までの所得階層では，雑費の増加が最も大きく， つい 

で食費，住居費，被服費，光熱費の順序となっている。 第 5 分位のみが，雑費，住居費， 被服費， 

光 熱 費 ， 食費の順序となっており， 食費の増加に他の分位とは差がみられる。 〔第 5 表〕 の世帯主 

年齢については，所得分位間での年齢差は顕著であるけれども，時系列的には，石 油ショック以前 

はほとんど変化がなく， その意味では時系列資料にあてはめることが困難であることが予想される。 

最近年の世帯主の高齢化に伴う消費に動向をしることは重要な課題ではあるけれども， もう少し詳 

細な資料の入手が必要な分野であろう。 ここではこれ以上たちいらない。

さて，人口学的な要因によろ家計の消費選好場の変位の影響をより安定的にとらえるために，最 

後にもうひとつの実験を行ってみよう。先に指摘したように，人口学的家計属性については，非有
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業人M数のように，時系列的は属性の変位を反映しているものと家計有業率や世帯主年酌のように， 

クロスセクションで所得分位間の属性まを反映しているものとがある。 そこで両者の属性変化を選 

好場の変位の計測に反映させるために，時系列とクロスセクションの資料をプールして安定的なバ 

ラメターを測定することか考えられる。 さらには，先に試みた習慣形成効果についても，世帯属性 

を コ ン ト ロ 一 ル す るかたちで， その影響を再考してみる必要がありそうである。

そこで，時系列一 クロスセクションのプール資料に， それぞれの変位要因を導入して，選好バラ 

メタ一の測定を試みてみた。 結 果 は 〔第 6 ま〕 お よ び 〔第 7 表〕 にしめされている。 〔第 6 表〕 は 

人口学的要因にのみ着ロしたものであるけれども， クロスセクションの要因変化を加味すると統計 

的にも，理論的にもバラメタ一の符号条件は期待したとおりのものがえられている。 有業人員の増 

加は， 消費需要の上昇をもたらすけれども， i t 費への影響が最も大きく， ついで食費，被服費，住 

居費，光熱費の順になっている。 この傾向は他の人口学的要因の場合でも， ほぽ同じように観測さ 

れる。 ひとつの試みとして，時系列変化の要因としての非有業人員とクロスセクションの変化要因 

としての有業人員を同時に説明変数として加えた場合には， パラメタ一の符号条件としては，ほぼ 

満足のいくものであるけれども，非有爱人員の統計的有意性 :よ保IEされない。 しかし， この場合非 

有* 人員の増加による選好場の変位は，雑費以上に食費や被服費に影響することになるという興味 

深い結果となっている。

人口学的要因と習慣形成効果を同時に説明変数として加えて， 時系列一クロスセクションをプー 

ル す る 方 法 を と る と 〔第 7 ま〕 にしめしたように，両者のバラメタ一は，非常に説得的なものとな 

る。 時系列的に多重共線性の可能性をもつケースを除くと，有業人員と習慣形成項のケースもしく 

は世帯主年齢と習慣形成項のケースが良いようにおもえる。 そのふたつのケースのうち統計的に有 

意な前者の結果に着目すると有業人員の増加による選好場の変位は，雑費，食費，被服費，光熱費， 

住居費の順序で，一方習慣形成の影響は，III費，光熱費， 被服費，住居費，食費の順序で大きくな 

っている。 習慣形成効果が消費需要の説明として，有力であるという点は，理論的なパラメタ一の 

符号条件からも，統計的有意性からも導かれる。

以上の実験的試みは，相異なる家計属性を持った家計の間で， 消費需要についての選好バラメタ 

一に変位がみられるというひとつの凡例を与えることになろう。

その変位が人口学的ないわば，外生要因によるにしろ，習慣形成効果のように消費需要の決定に 

よる内生的な要因によるものであるにしろ，選好場のシフトと一度模型に導入すると理論上考えて 

おくべき多くの問題を惹起する。違好場のシフトというかたちで定式化するかわりに，予算制約の 

内容をその所得の源泉の差異によって明示的に採り入れて模型を展開することも考えられる。 その 

可能性については，今後，改めて検討しなければならない。 ここでは，選好場のシフトというかた 

ちで家計の特性を扱ったここでの定式にもとづいて，今後検时すべき残された問題について指摘し 

ておこう。
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4 . 結 び に か え て ：家計間の選好場の変位と集計問題

ここで採用したベルヌイーラプラス型の選好関数については， その集計問題について，扱いやす 

い幾つかの望ましい特性をそなえていることは， しばしば指摘されてきたところである。

いま， あるん番目の家計の消費需要に関する選好場が，

(4-1) U(.q, Ai^ =  TZCfliCAj：) +^i)

のかたちで表されているとしよう。 ここで， は，A：番目の家計属性をしめす種々の状況変数で 

ある。 家計間の選好場の変位は， その状況変数の差異によってのみとらえられるとする。 その場合 , 

選好場の変位が前節で定式化したように， 選 好 場 の 切 片 の シ フ ト に よ っ て し め さ れ ， しかも状 

況 変 数 の 家 計 間 の 差 が 切 片 d i を線型で変位させる時には，

(4-2) ai(,Ak) =  ttQi+biAk

となる。 この時には， ん 家 計 / 費目の需要関数は，

(4-3) ね ニ ー （<2oi+みi ん け ら .ん )か

となり， これを全世帯集計して， 1世帯平均にすれば，

(4-4) '^piQik/N= — (<20i + みi ( 2  ん  / Ny)Pi

+Q；i((Xj2/A：/ AO + S  C«o y+ AO)ル）

となる。

(4-4)において， 左 辺 を 平 均 家 計 の / 費目需要々 iゆ，右 辺 の lL4fc/iVを平均家計の属性，Ylyk 

A/Vを平均家計の所得とすれば，（4-4)をそのまま集計資料にあてはめて，選 好バ ラ メ タ 一《oi, bi, 

(X iの各バ ラ メタ一を抵定できるはずである。

前節の各種の推計結果は，必ずしもベルヌイーラプラス型のこの集計が妥当しないかもしれない 

ことを示唆している。 現段階ではこの点に関して，二通りの説明が成立しうる。 ひとつは，先の実 

験でしめしたように，世帯属性によろ選好場変位のバラメターの推定時における識別可能性のかか 

わる問題である。世帯人員数や有業人員数のように時系列的にある所得階層については，大きな変 

化をしめしていない状況変数については， ある所得階層の時系列資料によっては，本来それによる 

選好場の変位を識別することは不可能である。 その場合， 識別のためには， クロスセクション資 

料による家計属性の変化を陽表的に推定時に導入することが必要となる。先にしめした実験で，時 

系的ークロスセクションのプール資料による推定が成功したのは， この理由によるものと考えられ 

る。
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家計属性による選好場のシフト力 ' ; , ( 4 - 2 )のように線型でとらえられない場合には，集計資料に 

よる選好バラメタ一の推定はさらに困難なものとなる。

ペルヌイーラプラス型の効用指標関数が推定上種々の利点を有する反面，選好場の特性に先験的 

な制約を課していることは周知のことである。より先験的な制約という意味で制約の緩やかなFle

xible Functional Form  の 適用 も 考えられる。 その場合，個別家計での効用指標関数の特定化と整 

合的な集計レベルでの効用指標関数の特定化を保証するような家計属性の* 計関数が必要となり， 

状況変数の選択と導入の方法についてもさらに検討を加えることが重要である。

家計属性間での選好場の変位の可能性の導入は，消費需要が多様化する昨今の環境のもとでは避 

けられないことであろう。家計の選好場の変位を家計属性の差異によるものとした上で，選好パラ 

メタ一を安定的にとらえた場合，バラメタ一の推定結果を用いて，家計属性を享後的にコントロー 

ルした上で，家計間の生計費についての比較可能な指標をえることができろ。

先の定式化のもとでは，（3 - 5 )式にしめしたように，支出関数は，各家計の属性による選好バラ 

メターの変位を導入したかたちで，

〔4-6) EQpu A]c, //) ニ—2Gzoi+ ゐ iAfc)か+ju/7ク i

となる。バラメタ一測定後，家計属性の異なる世帯について，家計屈性をコントロールした上で， 

ある年度の効用水準 JUを実現するための，他の年度の必要支出額のかたちで，比較可能な生計費の 

レベルを推定することができる。

〔第 8 表〕は，先に推定された〔第 7 ま〕のバラメタ一（シフト変数として，有業人員と習慣形成項を 

採用したもの）をもちいて， 各所得分位の生計費の対前年指数をもとめたものである。 〔第 8 表〕の 

1964年の数字は，たとえぱ第 1 分位については，1963年の効用水準を1964年に，1963年と同じ有室人 

員のレベルで実現しようとしたら，相対価格の変化した状況の中で，1963年の総支出金額に比して， 

1.03823倍の支出金額を必要とすることを意味している。別のいい方をすれば，1963年から，1964 

年にかけて，第 1 分位の生計費は1.0382倍上昇したことを示している。〔第 8 表〕の結果によれば， 

各所得階層とも， 1963年から 1970年にかけて，徐々に生計費の上昇率は激しくなり，一旦1971〜 

1972年にその上昇率が停滞したにもかかわらず，1974年の石油ショックのときには，1973年に10% 

強，1974年には，23 % もの上昇を経験したことになる。石油ショックの影響は，その後急激に鎮静 

し，1979年の第 2 次石油ショ ッ クの影響はそれほど大きくない。 こうした生計費の変化の方向は所 

得階]3 問ではそれほど大きな差異はないけれども，石油ショック以前1970〜1972年では，第 1 分位 

に比して，第 5 分位の生計費の上昇率のほうが大きく， 1973〜1974年のショ ッ ク時には，低所得階 

層への影響のほうが大きくなっている。 しかしその傾向は，1976年にはふたたび逆転している。

この小論では，世帯属性の相違による選好場のシフトの可能性を，家計調査資料の所得5 分位階 

層別の公ま資料によって探ってみた。集計問題のより詳細な展開やここでとり上げた家計属性以外 

の要因による変位の可能性については， より詳しく細分化された家計単位の個ま資料による検討が
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必要であろう。 現在全国消費実態調査54年個表による実験を試みている。 この小論はその分析への 

足がかりをえるためのものである。
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